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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

（分担）研究報告書 

  

都道府県におけるがん登録データの利用促進のための支援 

 

研究分担者 雑賀 公美子 弘前大学大学院・医学医療情報学講座 客員研究員 

 

研究要旨 都道府県におけるがん登録情報の利活用の支援を目的とした研究を開始し

た。都道府県はがん対策の充実を図るための基礎資料としてがん登録情報を利用して、

性、年齢階級、地域別の罹患率、生存率などを集計して得られた知見を年報として毎年

発行している。多くの都道府県ではこの集計に都道府県がんデータベースシステムに搭

載されている集計機能を用いており、効率的である一方、集計の項目やその単位などは

制限されている。都道府県において医療圏別や詳細な部位別の罹患率や生存率を集計し

ようとすると、統計ソフトなどの集計ツールが利用できる人しかできない、という課題

がある。これらの課題を少しでも解消するために、米国国立がん研究所が提供する

SEER*Stat を利用して、都道府県のがん登録実務者が集計できるよう、操作マニュアル

を作成した。SEER*Stat は米国 NCI へのアカウントの登録からソフトウェアのダウンロ

ードとインストール等から作業が必要である。この申請作業から、SEER*Stat の基本的

なツールである Frequency（数）、Rate（率）および Survival（生存率）の使用方法を記載

し、作成した表のエクスポートまでの一連の流れをマニュアル化したが、2025 年 7 月に

SEER*Stat のアップデートによりインターフェースが大きく変更となったため、アップ

デート版に合わせたマニュアルに修正した。さらに、年齢や診断年など一般的には 5 歳

階級や各年で自由に変更するのが困難な変数を自由に変更できるようにするオプション

についての項目を追加した。 

A. 研究目的 

都道府県はがん対策の充実を図るために

がん登録情報を利活用し、都道府県住民に

対しさまざまな情報提供を行うことが期待

されている。そのため、性、年齢階級、地

域別の罹患率、生存率などを集計して得ら

れた知見を年報として毎年発行している。

多くの都道府県ではこの集計に都道府県が

んデータベースシステムに搭載されている

集計機能を用いており、効率的である一方、

集計の項目やその単位などは制限されてい

る。都道府県において医療圏別や詳細な部

位別の罹患率や生存率を集計しようとする

と、統計ソフトなどの集計ツールが利用で

きる人しかできない、という課題がある。

これらの課題を少しでも解消するために、

米国国立がん研究所（NCI:National Cancer 

Institute）が提供する SEER*Stat Software 

（https://seer.cancer.gov/seerstat/）を利用し

て、都道府県のがん登録実務者（以下、が

ん登録担当者という）が集計できるように

することを目的としている。 

NCI は米国の住民ベースがん登録のデー

タ収集から集計、解析までを可能とする標

準的なシステムを開発しており、集計に関

しては SEER*Stat を用いている。この

SEER*Stat はサーバーに保存されたがん登

録情報を用いて、さまざまな項目別の罹患

率、生存率、有病率等の集計が可能なソフ

トウェアである。SEER*Stat はオンライン
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上で米国の匿名化されたがん登録データに

アクセスして集計等が可能である一方で、

オフライン上で利用者が独自のがん登録デ

ータをデータベース化し、集計することが

可能である。この機能を利用し、都道府県

のがん登録データを用い、国立がん研究セ

ンターで提供されている都道府県がんデー

タベースシステムに搭載されている集計機

能では提供されていない集計が可能となる

ように、研究班で SEER*Stat 用のデータベ

ースを作成し、SEER*Stat 用に加工したデ

ータベースを都道府県に提供することで都

道府県の担当者が自ら様々な集計表を作成

するスキームについて、SEER*Stat のソフ

トのダウンロードから表の作成までの

SEER*Stat-操作マニュアル-を昨年度までに

作 成 し た 。 し か し 、2025 年 7 月 に

SEER*Stat のバージョンが上がり、インタ

ーフェースが大きく代わったため、新バー

ジョンに合わせた操作マニュアルに変更す

ることと、独自集計が可能な形の追加も行

った。 

 

B. 研究方法 

 SEER*Stat は米国 NCI へのアカウントの

登録からソフトウェアのダウンロードとイ

ンストール等から作業が必要である。この

申請作業から、SEER*Stat の基本的なツー

ルである Frequency（数）、Rate（率）およ

び Survival（生存率）の使用方法、作成し

た表のエクスポートまでの一連の流れを新

バージョンのインターフェースに合わせた

マニュアルに更新した。 

 さらに、年齢や診断年など一般的には 5

歳階級や各年で自由に変更するのが困難な

変数を自由に変更できるようにするオプシ

ョンについての項目を追加した。 

（倫理面への配慮） 

都道府県のがん対策への利用を目的とし

て、地域がん登録および全国がん登録の匿

名化情報の提供申請を行う際に研究者を利

用者として申請し、承認を得てがん登録情

報を取得した。 

 

C. 研究結果 

SEER*Stat-操作マニュアル-を作成した。

作成したマニュアルを資料として示す。 

 

D. 考察 

都道府県レベルでのがん登録情報を用い

た集計に関して SEER*Stat を利用する最低

限のマニュアルは作成した。しかし、2025

年 7 月末 SEER*Stat のバージョンが上がり、

インターフェースが大きく変更されたため、

新バージョンに合わせた記載に変更した。

さらに、年齢や診断年など集計者が自由な

区分で変更したい変数の処理の仕方につい

てもマニュアルを追記した公開することが

できた。 

 

E. 結論 

SEER*Stat のソフトを利用する手続きか

ら集計作業の具体的な手法についてまでの

マニュアルを公開することができた。 

 

F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究発表 

１． 論文発表 

1) Saika K, Matsuda T, Age-standardized 

mortality-to-incidence ratio for all cancers 
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in the world, Jpn J Clin Oncol, 55(1), 91-

92, 2025. 

2) Gatellier L, Saika K, Age-standardized 

mortality-to-incidence ratio for esophagus 

cancer in the world, Jpn J Clin Oncol, 55(5), 

560-561, 2025. 

3) Saika K, Okawa S, Age-standardized 

mortality-to-incidence ratio for female 

breast cancer in the world, Jpn J Clin Oncol, 

55(8), 982-983, 2025. 

4) Okawa S, Saika K, Age-standardized 

mortality-to-incidence ratio for ovarian 

cancer in the world, Jpn J Clin Oncol, 

55(10), 1198-1199, 2025. 

5) Saika K, Gatellier L, Age-standardized 

mortality-to-incidence ratio for gallbladder 

cancer in the world, Jpn J Clin Oncol, 

55(12), 1401-1402, 2025. 

6) Matsuda T, Saika K, Age-standardized 

mortality-to-incidence ratio for pancreatic 

cancer in the world, Jpn J Clin Oncol, 56(2), 

241-242, 2026 

２．学会発表 

なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

該当なし 

２．実用新案登録 

該当なし 

３．その他 

該当なし 
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